
SamsonAgonistesとAntigone

森 道 子

SamsonAgonistesは ギ リシア悲 劇 の形 式 に則 って書 かれ たた め,現 存す るギ リシア悲 劇

詩 人達,ア イスキ ュ ロス,ソ ボ ク レス,エ ウ リピデ スの作 品 との比較,そ の影響 が考察 さ

れて きた。 そ して最 も類似 す る作品 と して,ア イ スキ ュ ロスのPrometheusBoundと ソボ

ク レスのOedipusColoneusと が あげ られ てい る。 その理 由はW .R.ParkerやW.

Brewerに よ って考 え られ て きたが ,ParkerもDouglasBushも 言 ってい るよ うに,た

とえ細部 に共通 点が み られ よ うと も,ミ ル トンがそれ らを意識 的 に模 倣 した と言 うことは

出来 ない。 ミル トンがギ リシア悲劇 を 自 らの もの と して 習熟 してい た結 果生 じた ことで あ

る。

それ に も拘 らず,SamsonAgonistesに は特定 のギ リシア悲劇 を想起 させ る箇 所 の多 い の

を否 め ない。 こ こで はその うちの 一 つで あ る ソボ ク レスのAntigoneと の関連 を 考 え た

いo

暴君 の定 めた法令 に背 き,自 然 の法 にか な った 自 らの本能 的 な決 断で,兄 を葬 った たあ

に死 に赴 くア ンテ ィゴネ と,イ ス ラエル の 律法 や 周囲 の 人 々の 声 に 反 し つつ も("Our

LawsforbidsatthirRites/MyPresence"(1320-21)) ,や は り 本能 的 な"Some

rouslngmotlonslnme"(1382)に 導か れて敵 とい う暴 政 に立 ち 向 うサ ム ソンには本 質 的

な共 通性が あ る。 また それ こそ,ミ ル トン自 らが早 くか ら意識 し,生 涯 を貫 いた信 念で あ

る・ 即 ちTyrannyに 挑 み抗 う孤高 の闘士 の姿で あ る。SamsonAgonistesの コー ラスに も

次 の様 に表 現 されて い る。

ToquellthemightyoftheEarth,th'oppressor,

Thebruteandboist'rousforceofviolentmen

Hardyandindustrioustosupport

Tyrannicpower,butragingtopursue

TherighteousandallsuchashonorTruth;(S .A.,1272-76)

それ は.ParadiseLostの アブデ ィエル に もうかが われ る烈 しく雄 々 しい姿で あ る。

Amongthefaithless,onlyhee;

Amonginnumerablefalse,unmov'd,

Unshak'n,unseduc'd,unterrifl'd

HisLoyaltyhekept,hisLove,hisZeal;(P .L.,V,897‐gpp)
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しか しなが ら両 悲劇 は構造 的 に は大 い に異 る。Antigoneの 主人 公 はア ンテ ィゴネか らク

レオ ンへ と移 り,劇 の焦 点 が二 分 され るため,こ の作 品 自体 の 評価 の 汚 点 と も な って い

る。 もちろん異論 もあ り,ギ リシア悲 劇の全作 品 の うちで も力強 く優 れた作品 の一つ で あ

る ことは確 実で あ る。 この点 で はSamson・ggonistesの 構成 は統一 されて いて ,Prometheus

BoundとOedipusColoneusと に非常 に近 い。

構造 上 は異 ろ うとも,SamsonAgonistesとAntigoneの 両 作品 を貫 いてい るテー マに

は,Prometheus・BoundやOedipusColoneusに 見 られ ない共通性 が あ る。暴政 に対 す る個

人 とい うテー マ,あ るい は国 家の法 とそれ に基 く人 間の 判断 と,人 間 を超 え る永遠 の掟 ,

神 の法 との相 剋 とい う主題 で あ る。 そ して天 の掟,神 の法 を理解 して,そ れ を主 張 し,決

然 とそれ に従 う二人 の主人公 が,劇 の結末 で正 しか った こ とを証 明 され るので あ るが,そ

れ は同時 に主 人公 自身を も亡す もので あ った とい うtragicironyで あ る。 このironyは

PrometheusBoundに もOedipusColoneusに もみ られ ない もので ある。 さ らに神 の法 を悟

り難 く,天 の摂理 に疎 く,人 間の立場 での み判断す る,双 方 の コー ラス とサ ム ソンの父 マ

ノア,ア ンテ ィゴ ネの伯父 ク レオ ンの誤 算 に も共通 点が あ る。 ク レオ ンの性格 はマ ノアの

よ り遥 か に強 く,劇 で 占め る役 割 も重要 で あ るが,ク レオ ンもマ ノア もその愛す る息子 ハ

イモ ン とサ ム ソンの死 によ り,人 間の理解 を超 え る神 の道,天 の法 を悟 って,よ り高 い知

恵 に達 す るので ある。

サ ム ソンの死 はOedipusColoneusの オ イデ ィプ スの死 と類似 す る とされ て きたが,静

か に昇天 す るオ イデ ィプ スと異 り,過 去の 自己 の罪 の悔 いに苛 まれ,そ の結 果 の現在 の激

しい苦 悶 にお しひ しがれ た後,自 らを死 にわたすサ ム ソンの心 の過 程 は,む しろ アンテ ィ

ゴ ネの心 の苦悶 と自害 に近 い。二 人 と もその死 によ り,神 の考 えは何 処 にあ ったか を,自

覚 しない まで も,コ ー ラスや その他 の人 々に知 らせ るので あ る。 しか し神 に背 いた 自己の

罪 を悔 い悩むサ ム ソ ンが その死 によ り再 び神 に嘉 せ られた ことを証 明す る結末 は,若 く美

しく汚れ ない乙女 の まま,不 当な餐 を うけ苦 しみつ つ死 んで ゆ くア ンテ ィゴネや度重 なる

天罰 に　然 自失 の ク レオ ンの姿 の暗澹 た る結末 とは大 い に異 る。 そ して その ちがい こそ,

SamsonAgonistesと ギ リシア悲劇 その もの との違 いで あ る。 テー マに共通点 が あ り,細 部

に類 似点 が み られ るに も拘 らず,我 々読者 に及 ぼす情緒 的効果 に は大 きな隔 りが あ る。

サ タンに孤 り立 ち向 い,神 の許 に帰 りきた天 使 アブデ ィエル は神 に嘉 せ られ る。

ServantofGod,welldone,wellhastthoufought

Thebetterfight,whosinglehastmaintain'd

AgainstrevoltedmultitudestheCause

OfTruth,...(P ,ム,VI,29-32)

これ はその ままサ ム ソンに も与 え られ るであ ろ う神 の言 葉で あ るが ,ア ンテ ィゴネの神 々

は こ うは言 わないで あ ろ う。従 って この二 つ の悲 劇の最 後 に歌 われ る コー ラスは歓喜 と苦
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痛ほども違 う印象を残す。

Hisservantshewithnewacquist

Oftrueexperiencefromthisgreatevent

Withpeaceandconsolationbathdismist,

Andcalmofmind,allpassionspent.

Chastisementforerrorspast

Wisdombringstoageatlast.

{S.A.,1755-58)

{Antigone,1352-53)

その違 いは 「人間 とは!」 と歌 う両 悲劇 の コー ラスのodeに も明白 に表現 されてい る。

そ こに はヘ ブ ライあるいはキ リス ト教 的人間観 とギ リシア的入間観 との特徴 が表 われて い

て興味深 い。 この小論 の主 眼 はその二 つ のchoralodesを 読 み比べ ることにあ るが,両

劇 の細か い共通 点 にまず 目を通 してお く。

第一 に,prisonerと して牢獄 に閉 じこめ られ る とい う設定 が同一で あ る。もっとも,陽 の

当 らぬ岩窟 の牢獄 に死刑 の宣告 を うけて 幽閉 され る ことを嘆 き訴 え るア ンテ ィゴネに対 し

て,サ ム ソンの牢獄 は比喩的 な面 も強 い。 すで に捕囚 の身で あ るサ ムソ ンの嘆 きの種 は,

神 に背 いた結 果両眼 を失 い陽 の 目を見 る ことのか なわぬ我が身 とい う牢屋 であ る。 サム ソ

ンもアンテ ィゴネ も"livingdeath"の 苦 痛を訴 え る。

Asinthelanddarknessyetinlight,

Tolivealifehalfdead,alivingdeath.

Andburied;butOyetmoremiserable!

MyselfmySepulcher,amovingGrave,

Buried,yetnotexempt

Byprivilegeofdeathandburial

Fromworstofotherevils,painsandwrongs,

Butmadeherebyobnoxiousmore

Toallthemiseriesoflife,

Lifeincaptivity

Amonginhumanfoes,(S.A,,gg-109)

Omonstrousdoom,

Withinarock-builtprisonsepulchred,

Tofadeandwitherinalivingtomb,

Analienmidstthelivingandthedead. (A.ntigone,850-5ユ)

次 に,目 前 の主 人公 の苦悶 や運 命や不幸 に類似す るもの を過 去の歴史 や伝説 の うちに探

ることは,ギ リシア悲 劇の コー ラスに しば しば用 い られ る手法 であ るが,こ の二作品 にも

登場す る。SamsonAgonistesで は敵 との闘 いの際 に加勢 しなか った味方 ユダヤ入達へ の憤

Jを 語 るサ ムソ ンに,コ ー ラスは味方 の亡 恩 に会 ったGideonとJephthaの 二 勇士 を想
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い起す。 いずれ もサム ソン と同様,士 師記 に登場す る人物で あ る。

Thywordstomyremembrancebring

HowSuccothandtheFortofPenuel

ThirgreatDeliverercontemn'd,

ThematchlessGideoninpursuit

OfMadianandhervanquishtKings:

AndhowingratefulEphraim

HaddealtwithJephtha,whobyargument,

Notworsethanbyhisshieldandspear

DefendedIsraelfromtheAmmonite
,

Hadnothisprowessquell'dthirpride

Inthatsorebattlewhensomanydied

WithoutReprieveadjudg'dtodeath,

ForwantofwellpronouncingShibboleth.(S.A.,276-89)

続 い て,後 の 人 間 に 関 す るodeと 深 い 関連 を もつodeに 入 って い く。ParadiseLostの

主 題 で もあ る"JustarethewaysofGod/AndjustifiabletoMen"(S.A.,293-94)

と い う考 え で あ る。 そ して"Yetmoretherebewhodoubthiswaysnotjust/Asto

hisownedicts,foundcontradicting"(s.A.,300-301)の 立 場 は,そ の後 に くるode

(人 間 に 関 す るode)を 貫 い て い る もの で あ り,二 つ のodeは 同 一 の 考 え を全 く逆 の立

場 か ら歌 って い る。 神 に委 せ,そ の善 な る摂 理 に 信 頼 しよ う と い うヘ ブ ライ の 神 観 に基 い

て い るに も拘 らず,"Asiftheywouldconfineth'interminable,/Andtiehimtohis

ownprescript,/WhomadeourLawstobindus,nothimself"(S.A.,307-309)

と い う言 葉 の 奥 に は,神 の道 の 測 り知 れ ぬ こ と,入 間 の 惑 う姿 を 読 み と る こ とが で き る。

一 方
,痛 ま しい嘆 き と憤 りの 声 を 残 して,牢 へ 曳 か れ て い った ア ンテ ィ ゴ ネ を 見 送 っ た

コー ラス は,ダ ナ エ,ド リュ ア スの 息 子,ピ ー ネ ウ ス の二 人 の 息 子 達 とい う不 当 な 扱 い を

う け牢 に 幽 閉 さ れ た 者 達 を あ げ る。 そ の い ず れ も ア ンテ ィ ゴ ネ と 同 じ く 王 族 の 出 身 で あ

る。 しか も ピー ネ ウ スの 二 人 の 子 供 達 は継 母 に両 眼 を 砕 か れ て い る。

Liketotheethatmaidenbright,

Danae,inherbrass-boundtower,

Onceexchangedthegladsunlight

Foracell,herbridalbower.

Andyetshesprangofroyalline,

Mychild,likethine,

Andnursedtheseed

Byherconceived

OfZeusdescendinginagoldenshower.

StrangearethewaysofFate,herpower

一14一



Samson/lgOη ∫3詑5とAntig°one

Norwealth,norarmswithstand,nortower;

Norbrass-prowedships,thatbreastthesea

FromFatecanflee.

ThusDryas'child,therashEdonianKing,

Forwordsofhighdisdain

DidBacchustoarockydungeonbring,

Tocoolthemadnessofafeveredbrain.

Hisfrenzypassed,

Helearntatlast
'T
wasmadnessgibesagainstagodtofling.

ForoncehefainhadquenchedtheMaenad'sfire;

AndofthetunefulNineprovokedtheire.

BytheIronRocksthatguardthedoublemain,

OnBosporus'lonestrand,

WherestretchethSalmydessus'plain

InthewildThracianland,

ThereonhisbordersAreswitnessed

Thevengeancebyajealousstep-dameta'en,

Thegorethattrickledfromaspindlered,

Thesightlessorbitsofherstep-sonstwain. (Antigone,944-76)

ソボ ク レスの コー ラスは"dreadfulisthemysteriouspoweroffate;thereisno

deliverancefromitbywealthorbywar"と 結論 す る。 この考 え はAntigoneの 人 間

讃 歌 のodeと 密 接 につなが って い る。人 間 は数 々の能 力 に恵 まれ,万 物 を治 めて い るが

それ に も拘 らず,「 ただ ひ とつ 求 めえな いの は 死 を のがれ る道」("fordeathhehath

foundnocure")で,い か に優 れ た力を もって おろ う とも,死 とそれ を司 る運命 には屈 し

な けれ ばな らない。 その神 はサ ム ソンの神 よ り一 層遠 い存 在で,不 気味 で さえ ある。

第三 に,ハ ラフ ァの侮辱 に決闘 を挑 み,ダ ゴ ンとイス ラエルの唯一神 とのいずれ が真 な

るか を決 しよ うと叫ぶ サ ム ソンの語調 の烈 しさは,ク レオ ンの前 に曳 き出された ア ンテ ィ

ゴ ネの調子 と同様 で あ る。彼女 は神 々の法 は ク レオ ンの法令 など及 び もつかぬ絶 対的 な も

のだ と述 べ る。

ForproofhereofifDagonbethygod,

GotohisTemple,in.vocatehisaid

Withsolemnestdevotion,spreadbeforehim

Howhighlyitconcernshisglorynow

TofrustrateanddissolvetheseMagicspells,

WhichItobethepowerofIsrael'sGad

Avow,andchallengeDagontothetest,
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OfferingtocombattheehisChampionbold,

Withth'utmostofhisGodheadseconded:

Thenthoushaltsee,orrathertothysorrow

SoonfeelwhoseGodisstrongest
,thineormine,

Antigone

(S,A.,1145-55)

Yea,fortheselawswerenotordainedofZeus
,

Andshewhositsenthronedwithgodsbelow,

Justice,enactednotthesehumanlaws.

NordidIdeemthatthou,amortalman
,

Could'stbyabreathannulandoverride

TheimmutableunwrittenlawsofHeaven.

Theywerenotbornto-daynoryesterday;

Theydienot;andnoneknowethwhencetheysprang .

Iwasnotlike,whofearednomortal'sfrown
,

Todisobeytheselawsandsoprovoke

ThewrathofHeaven.(ノ1漉8°one,450--60)

続 いて,辛 い心 を吐 露す るアンテ ィゴ ネは聴 く者 の心 を揺 り動か さず にはおか ないが,ハ

ラフ ァを退散 させ た後 のサ ム ソンも同 じ心 を告 白す る。

ifdeath

Istherebyhastened,Ishallcountitgain .

Fordeathisgaintohimwhoselife,likemine,

Isfullofmisery.(Antigone ,461-66)

Butcomewhatwill,mydeadliestfoewillprove

Myspeedistfriend,bydeathtoridmehence,

Theworstthathecangive,tomethebest.(S.A.,1262-64)

これ は以 前prisonerと してlivingdeathを 訴 えた二人 の当然 の心情 で ある。

第 四 に,終 末近 く,コ ー ラスが サム ソ ンの不滅 の徳 を不 死鳥 に喩 えて讃 え る有名 なsimile

が あ る。 コー ラスは その直前 でサ ム ソンをdragonが 家 禽 を 襲 う様 と,鷲 が舞 い下 りる

姿 とに喩 えて い る。

Andasanev'ningDragoncame,

Assailantontheperchedroosts,

Andnestsinorderrang'd

OftamevillaticFowl;butasanEagle

Hiscloudlessthunderboltedonthirheads. (S.A.,1692-96)

このdragonと は実 は蛇で あ る。 しか しわざわ ざdragonと い う語 を選 んで用 いて い る。

Antigoneで は,プ ーーロー グの直 後,コ ー ラスは テーベ に攻 め寄せ て きた ポ リュ ネイケ ス

とその摩下 の アル ゴスの軍 勢 を鷲 に,迎 え討 つ テーベの軍 勢をdragonに 喩えて い る。 白
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い 小 鳥 を 狙 って 低 く舞 い 下 る鷲 の イ メー ジ はSarrasonAgonistesの と 同 じ もの で あ る。

Liketoaneagleswoopinglow,

Onpinionswhiteasnewfall'nsnow,...

theyturn

ForcedbytheDragon;

(Antigone,113-14)

(Antigone,121-22)

最 後 に海 に 関 す る イ メー ジ がSamson.Agonistes全 篇 を 貫 い て い る が,同 時 に そ の イ メ

ー ジ はAntigone全 体 を も支 配 して い る
。ThePoemsofJohnMilton(Longman版,

Carey&Fowler編)のSamson・4gonistesへ の 序 説 に は,次 の 様 な 説 明 が あ る。(PP.

339-40)

SamsonAgonistesに お い て海 の 力 は 初 め,敵 ペ リシ テ 入 の側 に あ る。 サ ム ソ ン は プ ロ ロ

ー グ の 初 め で ダ ゴ ン を"Sea-Ido1"と 呼 ぶ
。 有 名 な ダ リラ に関 す るship-simileを 蝶 番

と して,敵 側 の海 の 力 は サ ム ソ ン に移 り,自 らを も敵 を も破 壊 す る力 とな る。 い ず れ に し

て も 自他 を 亡 す 力 で あ る。 サ ム ソ ン は 自 らの 過 去 の 誤 ち を 喩 え て,"wholikeafoolish

Pilothaveshipwreck't/MyVesseltrustedtomefromabove,/Gloriouslyrigg'd"

(S.A,198-200)と い う。 しか しそ れ は ダ リ ラの様 な 舵 手 を 伴 って い た か らだ と コー ラ

ス は指 摘 す る。"WhatPilotsoexpertbutneedsmustwreck/Embark'dwithsuch

aSteers-mateattheHelm?"(S.A.,1044-45)ダ リ ラは立 ち去 る前 に,自 分 に 耳 を傾 け

ぬ 無 情 な サ ム ソ ンを 風 と海 と に 喩 え る。"moredeaf/Toprayers,thanwindsand

seas,Yetwindstoseas/Arereconcil'datlength,andSeatoShore"(S.A.,960-62)

Antigoneで は 海 の 比 喩,イ メ ー ジ は常 に ク レオ ン につ き ま と う。 同 じ く自 他 を 破 壊 す

る力 で あ る。 初 あ て登 場 す る時,ク レオ ン は 自 らが 統 治 し始 め た 町 テ ー ベ を 船 に喩 え る。

"thestateisthegoodshipthatholdsourfortunesall"(188)テ ー ベ が戦 い に勝 ち落

着 い た様 子 を"ourstorm--tossedshipofstatenowsafeinport"(164)と 表 現 す る。

ク レオ ンが 定 め た 法 に逆 い,そ の 裁 き を うけ る ア ンテ ィゴ ネ を妹 イ ス メー ネ は"thybark

isstranded"と 表 現 す る。 愛 す る婚 約 者 ア ンテ ィゴ ネの 処 刑 を 知 った ク レオ ン の 息 子 ハ

イ モ ン は,他 人 の 知 恵 に 耳 を貸 さず,自 らに 固 執 して頑 固 な 父 を,誤 っ た 処 置 を と る水 夫

に 喩 え る。

Themarinerwhokeepshismainsheettaut,

Andwillnotslackeninthegale,islike

Tosailwiththwartsreversed,keeluppermost.(Antigone,715-17)

こう して ク レオ ン とい う誤 った判断 を下す水 先案 内人 によ り,ア ンテ ィゴネ,ハ イモ ンと

い う小舟 は難破 し,テ ーベ とい う船 も誤 った針 路 を辿 る ことにな り,ク レオ ン自身 もとり

一17

唱咽 鴎'・ ・1言 卜lIIh岬 層



Samson・ggonistesとAntigone

返 しのつ かぬ大被 害を こうむ ることにな る。

次 にSamsonAgonistesに おけ る人 間 に関す るodeとAntigoneに お け る入間讃 歌 と し

て有 名 なodeと を比 較 して考 えた い。Antigoneのodeほ ど人間 に関 して正面 きって歌

って い る もの は,残 存す るギ リシア悲劇 作品 の うちで は他 に類 が ない。 プ ロ メテ ウスの独

白 をあげ る人 も多 いが,立 場が異 る。従 って ミル トンが 自 らの悲劇 で 「人 間 とは何 か」 と

コー ラスに問わせ る時,Antigoneの コー ラスを全 く考 慮 に入 れて い なか った とは考 え ら

れ ない。 もち ろん内容上 は 「ヨブ記」 や 「詩篇」 の"whatisman"と 問 う箇所 の反映 が

大 きいが,形 式上構 成上 は,ギ リシア悲 劇 に倣 って い る。 しか し両 者 の思想 内容 には本 質

的 な違 いが あ る。ギ リシア人 の人 間讃歌 と,旧 約聖書 の 「ヨブ記」 「詩篇」 や新約 聖書 の

「ヘ ブ ライ入 への書 簡」 を背景 に もつ入 間観 に はお のずか ら大 きな隔 りがあ る。 それ は異

教 の文 学形態 でヘ ブ ライやキ リス ト教 のテ ーマを扱 う ミル トンの意識的 な もので ある と思

われ る。 ギ リシア人 は人 間 とは"wonderofwonders","strange","terrible","mighty"

で あ ると し,ヘ ブ ライ人 は人間 に対す る神 の業,道 が"fullofwonders","wonderfu1",

"terrible"
,"mighty"で あ る とい う。 即 ち,Antigoneのodeが 人間讃歌 で あれ ば,

SamsonAgonistesの は神 への讃歌 で ある 「詩 篇」 「ヨブ記」 を根 拠 と して い る。 しか し,

SamsonAgonistesに 影響 を与 えて い る詩篇 の部分 はAntigoneの コー ラス と実 によ く似 て

い る。神 は人 間に多大 な栄光 と誉 れ,能 力を与 え,大 地 とそ こに住 む もの,空 と鳥,海 と

そ こに住 む魚 を治 め させ,海 を行 く法 も教 えて下 さった。神 の代理 と して この世 の被造物

を支配 す る権 利を与 えて下 さった,と 。

Antigoneの コー ラス は 同様 の ことを 人 間 の 立場 で の み 把 えて,そ の よ うな 入間 を

"marvellOus"と 讃 え るので あるが
,詩 篇 作家 は 人 間を その よ うに 高 あ たま う 神 こそ

"
marvellous"と 神 を称 め る。AntigoneのodeonManは その悲劇 の第二番 目のodeで

あ るが,SamsonAgonistesの は第三 番 目の もので ある。 第二 番 目のodeは"Justarethe

waysofGod"で 始 ま る対 照的 な,神 に関 す るodeで あ る。

ところが,人 間 の讃美 に終 始す るが如 き,Antigoneのodeに"yetfordeathhehath

foundnocure"と い う一 点 の影 が さ して い る。 それ は短 く,と るに足 らぬ よ うで あ るが

次 に続 くodeに よって,そ の影 は次 第 に大 き く拡 が ってい く。 そ の影 に反比 例 して,人

間の強 さ,能 力 は小 さ く弱 くな って い く。 そ して これ ほど優 れ た能 力 に満 ちた人間 も,測

り知 れぬ力 と知恵 を もつ神 々,運 命,死 の前 で は,い か に無 力で あ り,惨 めな存 在 であ る

か とい う ことが,劇 の進行 に伴 って,我 々に強 く訴 えか け る。 それ故 に一・層,人 間 の讃 歌

は,空 虚 にまた哀 れ にひび くのであ る。

これ に反 し,SamsonAgonistesの コー ラスが神 に向 って,人 間へ の不可思 義 な態 度,千

差万別 な計画 を いか にか こち,人 間へ の不当 に思 える罰 と苦 しみ をいか に嘆 きつ ぶや こう

とも,そ の背後 にあ る 「詩篇」 や 「ヨブ記」 を想 い,我 々は希望 と信頼 を棄 て る ことはな
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い。 そ して その希望 と信頼 とは,そ の前 後 のodeに よ って確 固 とされ,劇 の末 尾の"AII

isbest,thoughweoftdoubt,/Whatth'unsearchabledispose/Ofhighestwisdom

bringsabout,/Andeverbestfoundintheclose."で 最 高潮 に達す る。 その人 間 に関

す るodeの 前 の第二 番 目のodeで 「神 の道 は義 しい」 と確信 に満 ちた言葉 を きいて いる

我 々は,サ ム ソンの苦 痛 も嘆 き も,必 ず癒 され ることを疑 わない ので あ る。 また第 四番 目

のodeに おいて も,地 上 の圧制者,暴 君 を打 ち倒す救 助者 を神 は遣 わ され るとい うこ と

が,信 頼 に満 ち た言 葉で語 られ る。 この よ うに人間 に関す るodeの 前後 の二つ のodeは

人間 に関す るodeの 考 えを打 ち消 す方 向 にあ る。 さ らに人 間の側 の心の態 度で あ る忍耐

を勧 めて,神 の いか な る態度 に も信 頼 を失 わず,逆 境 を克服 して い く人間 の姿を描 いて い

る。 それ は このodeの 背 後 にあ る,ヨ ブや詩 篇作者 やパ ウ ロの姿 であ って,ヘ ブ ライの

義 人 か らキ リス ト教 の聖人 へ と伝 わ って い った入間像 で あ り,ギ リシア悲劇 の人 間像 とは

異 る もので あ る。 悲劇 に備 えて 予め心 の覚 悟 ので きてい る入 間 と,悲 劇 をま と もにかぶ っ

て喘 ぎ苦 しみ,そ の経験 に よ り諦念 に近 い知恵 に到達 す る者 との違 いで あ る。言 いか え る

と,SamsonAgonistesのodeOllManは そ の悲劇 の 中の最 も暗 い面 を表現 し,Antigone

のは最 も明か るい面 を表 わ して い る。従 って愛 す る息 子を失 う とい う同 じ悲 しみの うちで

も,マ ノア と ク レオ ンの受 け とめ方 は異 る。

Nothingishereforteam,nothingtowail

Orknockthebreast,noweakness,nocontempt,

Dispraise,orblame,nothingbutwellandfair,

Andwhatmayquietusinadeathsonoble.

Bysorrowschooled.HeavythehandofGod,

Thornyandroughthepathsmyfeethavetrod,

Humbledmypride,mypleasureturnedtopain;

Poormortals,howwelabourallinvain!

(S.A.,1721-24)

(Antigone,1271-76)

二 つ のodeonManは その内容 は異 るが,そ れぞれ の立場,即 ちヘ ブ ライ とギ リシア

の立場か ら,固 有の 人間観 の本 質 を歌 いあげて い るとい う点で,同 じ役 割を果 た して い る

とい えよ う。 また両odeは 両 悲劇 の結末 を暗示 す るironyを 含 んで い る点で も立場 を等

しくして い る。 「罰 と苦悩 の うちに あ る,か つて の神の闘 士 を平和 の うち に休 ませ給 え」

と祈 るSamsonAgonistesの コー ラス と,「 これ ほ どの人 間 も死 だ けは免 れえ ない。 ポ リス

の法 と神 々の正 義 を尊重 しない ものは呪 われ よ」 と願 うAntigoneの コー ラス とは,自 ら

の言葉 に託 して い る意 味,即 ち,文 字 通 りの意味 とは異 った別 の意味 を含 んで い る。 それ

を コー ラス自身 は理解 して いな いが,両 悲 劇 はその別 の意味 の成 就を み る ことになる。 コ

ー ラスの考 えや願 い とは異 る悲劇的結 末で あ る。労 働か ら解放 され,平 和 な余生 を送 らせ

て や りたい と願 うSamsonAgonistesの コー ラスの祈 りは,死 とい う永遠 の平和,休 息,
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終末 となって実現 し,ク レオンの命 令を神 の法 にか な うもの と考 え,そ れ に背 いて ポ リュ

ネ イケ スを葬 る者 に災 いを願 うAntigoneの コー ラスは,神 の正義 に反 して いた者 とは,

実 は ク レオ ンその人 であ った ことを知 るのであ る。

ここで我 々は 「人間 とは」 と問 う悲劇の主入公 を もう一 人想 い起 す ことが で きる。

Whatapieceofworkisaman!Hownobleinreason!Howinfiniteinfaculty,informand

moving!Howexpressandadmirableinaction!Howlikeanangelinapprehension

Howlikeagod!Thebeautyoftheworld!Theparagonofanimals!Andyet,tome,what

is-thisquintessenceofdust?(Hamlet,II,ii,315-20)

この言 葉 はギ リシ アの コー ラ ス に よ り近 い人 間讃 歌 の よ うで あ りな が ら,同 時 に キ リス ト

教 的思 想 を備 え て い る。 即 ち ル ネ サ ン ス の イギ リス の人 間 観 の代 表 で あ り,"greatchain

ofbeing"の う ち に あ る人 間 で あ る。Antigoneの ギ リシ ア 的 人 間 観 と もSamsonAgonistes

の ヘ ブ ラ イ の 人 間 観 と も異 って い る。

A.S.P.Woodhouseが サ ム ソ ン とハ ム レッ トを比 較 して,"Theyareonthesideof

thepower‐theoverrulingpower‐whichdestroysthem.Ironyisofthevery

(1)

substance."と い う時,そ れ は そ の ま まア ン テ ィ ゴ ネ に もあ て は ま る。 続 いて"Acommon

{2}

featureinalltragediesisasenseofdisaster"と 述べ,二 人 の主人公 の死後,Hamlet

に一層 その感が残 ると指摘 してい るが,こ れ もまたAntigoneに つ いて も言 え るこ とで あ

る。 そ して父の霊 を鎮 δ6るため に正義 を満 たす ハム レッ トと,兄 の亡 骸を葬 る ことで正義

を満 たす アンテ ィゴネの悲 劇的かつ ア イ ロニカルな死 は同 じ悲劇 的効果 を我 々に与 え る。

サ ムソ ンの勝利 の凱 旋 と もい うべ き死 はキ リス ト自身 の死 に近 く,不 死鳥 のsimileは サ

ム ソンの名声の不滅性 を象徴 す る もので はあるが,復 活 の 約束 を 暗示す ると さえ思 われ

る。 それにひ きか え,ア ンテ ィゴネの死 に もハ ム レッ トの 死 に も 慰 めや 安堵 感 は 少 く,

"welldone"と ねぎ らう神 の声 も
,歓 呼 とホザ ンナを叫ぶ天使 達 の声 もき こえない。

最後 に,SamsonAgonistesのodeonManに あ る"thircarcases/Todo9'andfowls

aprey"に つ いて 一 言つ け加 えて お く。 ここに ミル トンのAntigoneに 対 す る 意識,

a11usion読 み とる ことがで きる と思 う。"Acorpseforbirdsanddogstoeat"は

Antigoneの 中で 言葉 をか えつ つ 数度 登場す る。 この悲劇 の源泉 た る ものであ り,こ れな

くして は,Antigoneと い う悲劇 は 成立 しなか ったで あろ う。Hughes,Fowler,Verity,

Percival等SamsonAgonistesの 編 註者達 はIliad,1,4の 影響 を述 べて い る。 しか し

Iliad,Odysseia,Aeneidに 倣 って叙事 詩ParadiseLostを 制作 した ミル トンが,ギ リシア

悲劇 に則 った作品 を作 るに際 し,ギ リシア悲劇 によ りも叙 事詩 に言及 した と考 え るのは不

自然 であ る。 それを め ぐる一 つの悲劇 の存在 を ミル トンが見逃す とは考 え られ ないので あ

る。
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